
縦 覧 図 書 

1. 施行マンションの名称

ニックハイム綱島第一

2. 施行マンションの敷地の区域
(1) 施行マンションの敷地の位置

横浜市港北区綱島西二丁目 14 番１(住居表示)
(2) 施行マンションの敷地位置図添付

書類の通り

3. 施行再建マンションの設計の概要

(1) 設計の概要

所在地 神奈川県横浜市港北区綱島西二丁目 14 番１(住居表示) 

総戸数 住宅191 戸・店舗4 戸 

敷地の面積 約４，４８９．９７㎡（登記簿面積） 

約４，５７６．８２㎡（実測面積） 

建築面積 約１，９２７．６８㎡ 

規模 延床面積 約１４，４１６．１６㎡ 

構造 鉄筋コンクリート造地上１０階・地下０階 

設備 駐車場２７台、駐輪場２３８台、管理室、EV３基他 

建ぺい率(指定建ぺい率) ４２．９４%（９０．００%） 

容積率(指定容積率) ２９４．０１% （４００．００%） 

その他 商業地域・準防火地域・第 7 種高度地区・綱島駅

周辺地区街づくり協議地区・敷地西側に日影規制 

（４時間／２．５時間） 

(2) 各階床面積等

階 用途 床面積 備考 

１０ 住宅 1,159.15 ㎡ １）建物高さ

軒高 30.10m

最高高さ30.70m

２）共用施設.

エレベーター３基

※その他共用設備は

添付図書による 

９ 住宅 1,231.47 ㎡ 

８ 住宅 1,364.76 ㎡ 

７ 住宅 1,423.66 ㎡ 

６ 住宅 1,482.56 ㎡ 

５ 住宅 1,541.46 ㎡ 

４ 住宅 1,541.46 ㎡ 

３ 住宅 1,541.46 ㎡ 

２ 住宅 1,541.46 ㎡ 

１ 住宅・店舗・駐車場・駐輪場 

・管理室・ゴミ置き場等

1,588.72 ㎡ 

計 14,416.16 ㎡ 



（３）住戸及び設備の概要

住戸(専用部分)の種類 

戸当たり床面積 備考 

型 戸数 

３LDK 

※ELのみ 2LDK

WA ４戸 ５８．３０㎡ １)建物高さ

軒高 ３０．１０m

最高高さ３０．７０m

２)共用施設.

３)レベーター3基

※その他共用設

備は添付図書

による

WB ５戸 ５８．３０㎡ 

WC ６戸 ５８．３０㎡ 

WDOL １戸 ５８．３０㎡ 

WD ７戸 ５８．３０㎡ 

WEOL １戸 ７１．６６㎡ 

WE ８戸 ７１．６６㎡ 

WFOL １戸 ７８．６７㎡ 

WF ９戸 ７８．６７㎡ 

WGOL １戸 ７８．６７㎡ 

WG ９戸 ７８．６７㎡ 

SAOL １戸 ６４．５０㎡ 

SA ７戸 ６４．５０㎡ 

SBOL １戸 ５８．６２㎡ 

SB ７戸 ５８．６２㎡ 

  SCOL １戸 ５８．９７㎡ 



  SC ７戸 ５８．９７㎡ 

SDOL １戸 ５８．３０㎡ 

SD ７戸 ５８．３０㎡ 

SEOL １戸 ５８．６３㎡ 

SE ７戸 ５８．６３㎡ 

SFOL １戸 ５８．７２㎡ 

SF ７戸 ５８．７２㎡ 

SGOL １戸 ６４．８４㎡ 

SG ７戸 ６４．８４㎡ 

EA ７戸 ６４．４６㎡ 

EB ７戸 ５６．８０㎡ 

EC ７戸 ６０．６７㎡ 

ED ７戸 ６０．９３㎡ 

EE ７戸 ６０．６７㎡ 

EF ７戸 ６０．６７㎡ 

EG ７戸 ６１．２０㎡ 

EH ７戸 ６１．００㎡ 

EI ９戸 ５７．２３㎡ 

SH ２戸 ８５．０４㎡ 

SI ２戸 ８５．１８㎡ 



SJ ２戸 ８０．３９㎡ 

SK ２戸 ９８．５１㎡ 

EJ ２戸 ８８．９１㎡ 

EK ２戸 ８８．５９㎡ 

EL ２戸 ８８．７９㎡ 

EM ２戸 ８８．７４㎡ 

EN 2戸 １１６．９７㎡ 

計 191戸 平均 ６５.４５

㎡ 

物販飲食 戸数 戸当たり床面積 

店舗① １室 ６０．９０㎡ 

店舗② １室 ６０．９０㎡ 

店舗③ １室 ６０．９０㎡ 

店舗④ １室 ６０．９０㎡ 

計 4室 平均 ６０．

９０㎡ 
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(４)設計図

１)各階平面図

添付書類の通り

２)断面図(二面以上)添付

書類の通り。

４．施行再建マンションの敷地の設計の概要 

（１） 敷地の設計方針

・周辺環境への影響を考慮し、全ての道路境界線からセットバックして建物を配置しました。

また敷地南側の突出部の敷地は建築物を配置しないことで南側隣地建物への日照等影響の軽減を

図りました。

・北側道路に面する部分は歩行者用通路及び中庭を計画して綱島西地区への来街者に快適な歩行者

空間となることを企図しました。

・主たる自動車駐車場は最も幅員の広い敷地南側道路からの出入庫とすることで周辺道路の安全性

確保と歩車動線分離を可能とする計画としました。

(２) 通路

・共同住宅の主要な出入口及びテナントは施行マンションと同位置に計画することで 街の賑わい

や居住者の利便性が損なわれないように配慮しました。

また、避難経路等その他の出入り口には鍵付きの門扉を設けることで防犯及びプライバシーに配

慮しました。

・敷地内通路は極カバリアフリーとしてスロープ等を設けることで高齢者や 車いす利用者の通行

に配慮しました。

・自動車、自転車、歩行者の出入口と動線を明確に分離して居住者、利用者の安全性確保を図りま

した。

(３) 設計平面図

添付書類の通り

５．事業施行期間 

（１）事業施行期間（予定） 自 マンション建替組合設立認可の日

～至 令和12年９月30日 

（２）建築工事期間（予定） 着工 令和８年 11 月１日

竣工 令和10年10 月末日 
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